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波調層

三浦半島三崎港の西.このあたりの地層は暗灰色の泥岩とまつ黒の

スコリア質粗粒砂岩の互層からたっているがなかに灰白色の疑茨岩や

凝灰質泥岩をはさんでいる.これらは重要た鍵層となっており地質

調査では絶対に見のカミす事はでき住い.しかし時にその中に美しい幾

何学的模様を見つけ鍵層としての重要性をわすれしぱしのやすらぎ

をおぼえる.

写真では波長10o皿程の規則的な浪曲カ視られこの地層カ童堆積した時

の流れの作用によるリップルマｰクと考えられる.しかし部分的には

平行ラミナの浪曲した二1ンボリュｰトラミナ状でありまた他の部分は

地層それ自体の重さによる変形とも考えられる.

(文衣笠善博･写真正丼義郎)�


